
中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一
九

で
あ
る
。
内
容
は
主
と
し
て
朝
廷
・
摂
関
家
に
お
け
る
儀
式
や
神
仏
事
な
ど
多
方
面

に
わ
た
る
有
職
故
実
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
が
、
中
外
抄
に
は
政
務
に
関
係
す
る
話

題
が
多
く
、
富
家
語
に
は
衣
食
住
な
ど
の
一
般
的
な
事
項
に
関
す
る
話
題
が
多
い
。

ま
た
中
外
抄
の
、
漢
文
記
録
体
を
主
と
し
て
和
文
脈
の
浸
透
し
た
平
仮
名
及
び
片
仮

名
に
よ
る
口
語
表
現
を
数
多
く
含
む
文
体
に
対
し
富
家
語
は
、
漢
文
の
記
録
体
を
中

心
と
し
な
が
ら
片
仮
名
に
よ
る
口
語
表
現
を
交
え
た
文
体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
外
抄
』『
富
家
語
』⑷（
山

根
對
助
、
池
上
洵
一
校
注
）
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は
中
外
抄
の
上
巻
が
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
本
、
下
巻
が
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
富
家
語
は
三
条
西
家
旧
蔵
本

で
あ
る
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
構
成
形
式
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お

　
酒
飲
之
後
立
テ

欲
歩
之
時
、（
立
っ
て
歩
こ
う
と
し
た
時
に
、
中
外
抄
・
下
　
47
　

五
七
〇
頁
）

　
　
目
次

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
　
　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
中
外
抄
・
富
家
語
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お

け
る
希
望
表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
外
抄
・
富
家
語

は
共
に
元
関
白
藤
原
忠
実
の
言
談
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
、
両
者
を
本
稿
に

扱
う
所
以
で
あ
る
。

　『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』⑶
な
ど
に
よ
れ
ば
、
中
外
抄
の
筆
録
者
は
、
忠
実
の
家

司
で
あ
っ
た
中
原
師
元
で
あ
り
、
富
家
語
の
筆
録
者
は
、
没
落
後
の
忠
実
の
近
辺
に

あ
っ
た
高
階
仲
行
で
あ
る
。
中
外
抄
に
筆
録
さ
れ
た
の
は
保
元
三
年（
一
一
三
七
年
）

か
ら
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
年
）
ま
で
の
十
八
年
間
に
わ
た
り
、
富
家
語
に
筆
録
さ

れ
た
の
は
久
安
七
年
（
一
一
五
一
年
）
か
ら
応
保
元
年
（
一
一
六
一
年
）
ま
で
の
言
談

中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴
　
田
　
昭
　
二
　
　

連
　
　
　
仲
　
友
　
　



二
〇

の
よ
う
に
明
ら
か
に
将
然
な
ど
他
の
意
味
で
の
用
法
は
、
取
り
上
げ
な
い
。

　
中
外
抄

　
　「
欲
」　
　
　
　
　
　
　
　（
四
例
）

　
　「
〜
ム
ト
思
フ
」　
　
　
　（
七
例
）

　
　「
願
」　
　
　
　
　
　
　
　（
八
例
）

　
　「
祈
」　
　
　
　
　
　
　（
一
〇
例
）

　
　「
請
」　
　
　
　
　
　
　
　（
八
例
）

　
　「
乞
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
求
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　（
三
例
）

　
　「
マ
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
富
家
語

　
　「
〜
ム
ト
思
フ
」　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
望
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
祈
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
請
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
乞
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
求
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　　
以
上
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
外
抄
と
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
の

最
も
明
ら
か
な
差
は
、
漢
字
表
記
形
式
の「
欲
」「
願
」及
び
和
語
形
式
の「
バ
ヤ
」「
マ

ホ
シ
」の
使
用
状
況
で
あ
る
。
即
ち
、
中
外
抄
に
お
い
て「
欲
」は
四
例
、「
願
」は
八

例
見
ら
れ
る
が
、
富
家
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。
和
語
形
式
の
「
バ
ヤ
」
は
両
者
に
見

ら
れ
、「
マ
ホ
シ
」は
中
外
抄
に
一
例
見
ら
れ
る
が
、
富
家
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
欲
」「
～
ム
ト
思
フ
」の
用
法

　
ま
ず
、「
欲
」
の
用
法
を
見
る
。
希
望
表
現
を
表
す
「
欲
」
は
中
外
抄
に
四
例
見
ら

れ
、
何
れ
も
漢
文
脈
の
部
分
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。

（
１
）大
師
尊
貌
を
欲
奉
礼
之
心
已
及
多
年
。 

（
中
外
抄
・
上
　
21
　
五
五
一
頁
）

（
２
）而
去
夜
夢
欲
奉
礼
大
師
は
ゝ
可
見
仁
海
之
由
、
有
其
告
。
仍
参
入
也
云
々

。

 

（
中
外
抄
・
上
　
21
　
五
五
一
頁
）

（
３
）東
方
築
垣
を
壊
之
、
如
小
松
欲
殖
、
如
何
。 （
中
外
抄
・
上
　
59
　
五
五
六
頁
）

（
４
）又
観
世
音
寺
別
当
林
実
進
上
転
法
輪
蔵
。
欲
進
院
如
何
。

 

（
中
外
抄
・
上
　
77
　
五
五
八
頁
）

　
例（
１
）は「
大
師
の
ご
尊
貌
を
礼
し
奉
ろ
う
と
願
う
心
が
、
既
に
多
年
に
及
ん
で

い
る
。」、
例
（
２
）
は
、「
先
の
夜
の
夢
に
、
大
師
を
礼
し
奉
ろ
う
と
願
う
な
ら
ば
仁

海
を
見
る
べ
き
由
の
お
告
が
あ
っ
た
。」
の
意
⑸

、
例
（
３
）
は
「
東
方
の
築
垣
を
壊
し

て
、
小
松
な
ど
を
植
え
よ
う
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
何
れ
も

希
望
表
現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」を「
表
出
」す
る
も
の
で
あ
る
。
例（
４
）は「
院

に
奉
ろ
う
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
主
語
は
三
人
称
で
希
望
表

現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、「
〜
ム
ト
思
フ
」
の
用
法
を
見
る
。
こ
の
形
式
は
漢
文
表
記
で
は
な
く
、

漢
文
の
読
み
下
し
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
外
抄
に
七
例
、
富
家
語
に

一
例
見
ら
れ
る
。



中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
一

（
５
）又
仰
云
、
我
ハ

三
昧
堂
ヲ

立
ム
ト
思
ナ
リ
。 

（
中
外
抄
・
下
　
24
　
五
六
五
頁
）

　
例（
５
）は
、「
私
は
、
三
昧
堂
を
立
て
よ
う
と
思
う
。」の
意
と
解
さ
れ
、
希
望
表

現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」を「
表
出
」す
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）此
事
を
ハ
物
に
書
付
ム
ト

思
食
ニ

未
書
付
也
。 

（
中
外
抄
・
上
　
52
　
五
五
五
頁
）

（
７
）
今
日
宮
御
方
康
子

拝
礼
ニ

立
ト

お
も
ふ
ニ

、
雪
の
降
テ

御
前
の
け
か
れ
て
え
た
ゝ
し

か
し
と
、 

（
中
外
抄
・
下
　
29
　
五
六
六
頁
）

　
例
（
６
）
は
、「
こ
の
こ
と
を
物
に
書
き
付
け
て
お
こ
う
と
お
思
い
に
な
る
が
、
ま

だ
書
き
付
け
て
い
な
い
。」の
意
、
例（
７
）は
、「
今
日
、
宮
様
の
拝
礼
に
行
こ
う
と

思
う
が
、」の
意
と
解
さ
れ
、
何
れ
も
過
去
の
事
柄
に
つ
い
て「
〜
し
よ
う
と
思
う
が
、

で
き
な
か
っ
た
。」の
意
味
を
表
す
用
法
。
こ
れ
は
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」

の「
説
明
」に
当
た
る
。

（
８
）院
ハ

隆
覚
ヲ

な
さ
ん
と
思
食
ハ
、
無
術
事
也
。 （
中
外
抄
・
下
　
30
　
五
六
七
頁
）

（
９
）
院
の
な
さ
ん
と
思
食
人
を
令
補
御
タ
ラ
ム
ハ

、
春
日
大
明
神
の
な
さ
せ
給
、
お
な

　
し
こ
と
に
て
可
候
也
。 

（
中
外
抄
・
下
　
30
　
五
六
七
頁
）

　
例
（
８
）
は
、「
院
は
隆
覚
を
別
当
に
当
て
よ
う
と
お
思
い
に
な
っ
て
お
い
で
な
の

で
、」
の
意
、
例
（
９
）
は
、「
院
が
当
て
た
い
と
お
思
い
の
人
を
」
の
意
と
解
さ
れ
、

何
れ
も
三
人
称
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

（
10
）
頭
中
将
ヲ

召
サ
ン
ト
思
給
之
間
、
家
中
ニ

常
召
仕
侍
ヲ
召
テ
候
、
奇
怪
第
一
事

候
ト

咲
給
ケ
リ

。 

（
富
家
語
　
20
　
五
七
四
頁
）

　
例
（
10
）
は
富
家
語
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
が
。「
頭
中
将
を
呼
ぼ
う
と
お
思
い
に

な
っ
て
い
た
の
に
、」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も「
願
望
」の「
説
明
」で
あ
る
。

　
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
欲
」
と
「
〜
ム
ト
思
ふ
」
の
表
す
意
味
が
同
じ
く
、
ど

ち
ら
も
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」の
意
味
で
あ
り
、
そ
の「
表
出
」か「
説
明
」

で
あ
る
。
両
者
の
差
は
主
に
漢
文
脈
か
読
み
下
し
文
脈
か
と
い
う
文
体
差
か
ら
生
ま

れ
る
。

　
２
、「
願
」の
用
法
　

　
先
述
し
た
よ
う
に
、「
願
」
の
用
例
は
中
外
抄
に
八
例
見
ら
れ
る
が
、
富
家
語
に

は
見
ら
れ
な
い
。
中
外
抄
の
そ
の
用
法
を
見
る
。

（
11
）我
ハ

三
昧
堂
ヲ

立
ム
ト
思
ナ
リ
。
其
願
未
遂
。 （
中
外
抄
・
下
　
24
　
五
六
五
頁
）

（
12
）而
我
不
遂
件
願
遺
恨
也
。 

（
中
外
抄
・
下
　
24
　
五
六
六
頁
）

　
例
（
11
）
は
、「
私
は
、
三
昧
堂
を
立
て
よ
う
と
思
う
。
そ
の
願
は
ま
だ
遂
げ
て
い

な
い
。」の
意
、
例（
12
）は
、「
私
は
そ
の
願
を
遂
げ
ず
に
い
る
こ
と
が
遺
恨
だ
。」の

意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の「
願
」は
一
人
称
の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
13
）依
此
事
御
願
成
就
、
国
土
豊
饒
之
由
所
伝
承
也
。

 

（
中
外
抄
・
下
　
36
　
五
六
九
頁
）

（
14
）
凡
ハ

神
事
ハ

後
朱
雀
院
ノ

久
キ

東
宮
ニ
テ

御
願
な
と
の
在
け
る
に
や
、
自
其
時
く
す

し
く
な
り
た
る
也
。 

（
中
外
抄
・
下
　
45
　
五
七
〇
頁
）

　
例
（
13
）
は
、「
こ
の
こ
と
か
ら
御
願
の
成
就
、
国
土
の
豊
饒
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ



二
二

て
い
る
。」
の
意
、
例
（
14
）
は
「
神
事
は
、
後
朱
雀
院
が
長
期
に
わ
た
っ
て
東
宮
に

あ
っ
て
御
願
な
ど
が
あ
り
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
「
願
」
は
高
貴
な
人
物
に

対
し
て「
御
願
」の
形
に
な
る
。

（
15
）先
年
作
興
福
寺
願
文
持
来
。 

（
中
外
抄
・
上
　
82
　
五
五
九
頁
）

（
16
）我
鬢
か
き
て
着
直
衣
、
居
簾
中
相
逢
願
文
読
了
之
後
、

 

（
中
外
抄
・
上
　
82
　
五
五
九
頁
）

　
例（
15
）、
例（
16
）は
、
仏
教
用
語
の「
願
文
」で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
外
抄
に
見
ら
れ
る
「
願
」
は
、「
願
」「
御
願
」「
願
文
」
の
三
種

の
形
で
用
い
ら
れ
、
何
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　　
３
、「
望
」の
用
法

　「
望
」は
中
外
抄
に
見
ら
れ
ず
、
富
家
語
に
一
例
見
ら
れ
る
。

（
17
）仰
云
、
故
殿
ニ

小
鷹
狩
料
ニ

水
干
装
束
ヲ

所
望
セ
シ
カ
ハ

、

 

（
富
家
語
　
36
　
五
七
五
頁
）

　
例（
17
）は
、「
故
殿
に
小
鷹
狩
の
料
と
し
て
水
干
装
束
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、」の

意
と
解
さ
れ
、「
所
望
」の
形
を
と
る
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
４
、「
祈
」の
用
法

　「
祈
」は
中
外
抄
に
一
〇
例
、
富
家
語
に
二
例
見
ら
れ
る
。

（
18
）仰
云
、
神
社
御
祈
時
精
進
ハ

、
同
日
始
ケ
ル

第
一
社
ノ

例
ニ

依
な
り
。

 

（
中
外
抄
・
上
　
42
　
五
五
四
頁
）

（
19
）
又
宇
治
殿
御
祈
ニ

頼
豪
阿
闍
梨
参
入
タ
リ
ケ
レ
ハ

、
自
宝
殿
妻
戸
衣
袖
指
出
た
り
け

り
。 

（
中
外
抄
・
上
　
71
　
五
五
八
頁
）

（
20
）匡
房
か

病
ニ

公
卿
を

院
も

い
の
り
を
せ
さ
せ
給
は
ね
は
と
被
仰
つ
る
こ
そ
、

 

（
中
外
抄
・
下
　
30
　
五
六
七
頁
）

　
例
（
18
）、
例
（
19
）
は
、「
お
祈
り
」
の
意
、
例
（
20
）
は
平
仮
名
表
記
さ
れ
る
が
、

何
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
21
）我
祈
申
云
、
此
家
ヨ
リ

后
ノ

出
立
を
見
候
ハ

ヤ
と
申
た
り
し
に
、

 

（
中
外
抄
・
上
　
52
　
五
五
五
頁
）

（
22
）御
灯
祓
ハ

必
可
勤
事
也
。
為
自
祈
也
。 

（
中
外
抄
・
上
　
66
　
五
五
七
頁
）

（
23
）
朝
仰
云
、
魔
事
有
ル
人
ハ

奉
造
五
大
尊
、
其
腹
中
ニ

大
般
若
ヲ

奉
籠
天

奉
祈
之
時
、

魔
事
去
云
々

。 

（
中
外
抄
・
下
　
57
　
五
七
二
頁
）

　
例（
21
）（
22
）（
23
）は
、「
祈
る
」の
意
と
解
さ
れ
、
何
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
24
）
夢
見
事
は
祈
念
し
候
と
も
、
院
の
御
遊
免
に
も
、
長
者
夢
ニ
も

、
寺
僧
夢
ニ
モ

、

見
事
か
た
く
候
。 

（
中
外
抄
・
下
　
30
　
五
六
七
頁
）

（
25
）二
月
四
日
祈
年
祭
者
自
朔
日
忌
僧
尼
僻
事
也
。

 

（
中
外
抄
・
上
　
63
　
五
五
七
頁
）

　
例
（
24
）
は
、「
祈
る
」
意
と
解
さ
れ
、「
祈
念
」
は
熟
語
化
し
た
実
動
詞
用
法
で
あ



中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
三

る
。
例
（
25
）
は
、「
二
月
四
日
の
祈と
し

年ご
ひ
の

祭ま
つ
りは
、
一
日
よ
り
僧
尼
を
忌
む
こ
と
は
僻
事

で
あ
る
。」の
意
と
解
さ
れ
、
固
有
名
詞
の
用
法
で
あ
る
。

（
26
）他
祈
ナ
ト
ハ
不
被
行
。 

（
富
家
語
　
39
　
五
七
六
頁
）

（
27
）又
別
ニ

祈
ラ
レ
サ
リ
キ

。 

（
富
家
語
　
191
　
五
八
七
頁
）

　
右
二
例
は
富
家
語
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
26
）
は
、「
祈
り
」
の
意
と
解
さ

れ
、
名
詞
用
法
で
あ
る
。
例
（
27
）
は
、「
祈
ら
れ
な
か
っ
た
」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ

れ
は
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
右
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
祈
」の
用
法
は
名
詞
用
法
と
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
５「
請
」の
用
法

　「
請
」は
中
外
抄
に
八
例
、
富
家
語
に
一
例
見
ら
れ
る
。

（
28
）寿
を
小
召
テ

、
文
の
事
を
可
援
給
之
由
、
申
請
之
。

 

（
中
外
抄
・
上
　
29
　
五
五
二
頁
）

（
29
）如
申
請
頼
義
を
ハ
武
者
ニ

令
仕
御
テ

、 

（
中
外
抄
・
上
　
51
　
五
五
五
頁
）

　
例
（
28
）
は
、「
寿
命
を
小
し
短
く
し
て
、
文
の
事
を
援
け
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願

い
申
し
あ
げ
た
。」の
意
、
例（
29
）は
、「
お
願
い
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
頼
義
を
武

者
に
仕
え
さ
せ
て
、」の
意
と
解
さ
れ
、「
申
請
」の
形
で
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
30
）故
ハ

、
正
月
女
叙
位
々
記
請
印
之
後
留
御
前
内
侍
賦
之
。

 

（
中
外
抄
・
下
　
５
　
五
六
二
頁
）

（
31
）
仰
云
、
帝
王
御
書
請
文
ヲ
ハ

礼
紙
二
枚
ヲ

重
テ

其
上
ニ

一
枚
ヲ

巻
、
然
者
礼
紙
二
重

也
。 

（
富
家
語
　
162
　
五
八
五
頁
）

　
例（
30
）は
、「
故
は
、
正
月
の
女
叙
位
に
は
、
位
記
、
請
印
の
後
、
御
前
に
留
め
、

内
侍
に
賦
ふ
。」の
意
、
例（
31
）は
、「
帝
王
へ
の
御
書
に
は
、
請う

け

文ぶ
み

を
ば
礼
紙
二
枚

を
重
ね
て
そ
の
上
に
一
枚
を
巻
く
。
し
か
れ
ば
、
礼
紙
は
二
重
な
り
。」
の
意
と
解

さ
れ
、「
請
印
」「
請
文
」
は
何
れ
も
特
定
の
事
象
を
表
す
も
の
で
、
希
望
表
現
と
は

直
接
の
関
係
が
な
い
。

　
６
、「
乞
」の
用
法

　「
乞
」は
中
外
抄
に
二
例
、
富
家
語
に
一
例
見
ら
れ
る
。

（
32
）
仰
云
、
可
申
主
上
、
先
例
元
服
日
ハ

乞
五
位
蔵
人
表
衣
天

着
之
、
四
位
時
ニ
ハ

乞

蔵
人
頭
着
之
、 

（
中
外
抄
・
上
　
15
　
五
五
〇
頁
）

（
33
）但
乞
人
ニ
ハ

給
之
、
有
何
事
乎
。 

（
富
家
語
　
227
　
五
八
九
頁
）

　
例
（
32
）
は
、「
先
例
は
、
元
服
の
日
に
は
五
位
の
蔵
人
に
表
衣
を
願
っ
て
着
し
、

四
位
の
時
に
は
蔵
人
頭
に
願
っ
て
着
す
る
。」の
意
、
例（
33
）は
、「
但
し
、
願
う
人

に
は
」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の「
乞
」は
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
７
、「
求
」の
用
法

　「
求
」は
中
外
抄
に
一
例
、
富
家
語
に
二
例
見
ら
れ
る
。

（
34
）此
牛
ハ

祇
園
ニ

誦
経
し
た
り
け
る
を
求
得
た
る
也
と
被
答
け
れ
ハ

、

 

（
中
外
抄
・
上
　
14
　
五
五
〇
頁
）



二
四

（
35
）但
余
当
初
一
両
度
随
求
得
著
之
。 

（
富
家
語
　
216
　
五
八
八
頁
）

（
36
）仰
云
、
求
恩
報
致
忠
節
者
、
更
可
有
報
禄
。 

（
富
家
語
　
250
　
五
九
〇
頁
）

　
例
（
34
）
は
、「
こ
の
牛
は
祇
園
に
誦
経
料
と
し
て
奉
納
し
た
も
の
を
求
め
手
に
入

れ
た
。」の
意
、
例（
35
）は
、「
但
し
、
私
は
昔
一
二
回
求
め
手
に
入
れ
た
の
で
、」の

意
、
例（
36
）は
、「
恩
報
を
求
め
て
忠
節
を
致
す
る
な
ら
ば
、」の
意
と
解
さ
れ
、
何

れ
も「
求
」の
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
８
、「
ホ
シ
」の
用
法

　「
ホ
シ
」は
中
外
抄
に
一
例
見
ら
れ
、
富
家
語
に
見
ら
れ
な
い
。

（
37
）
匡
房
云
、
病
者
ハ

死
期
ち
か
く
な
り
て
ハ

物
を
食
タ
リ

。
身
付
タ
ル

冥
衆
と
も
の
、

物
ヲ

ほ
し
か
る
□
候
也
。 

（
中
外
抄
・
下
　
30
　
五
六
七
頁
）

　
例
（
37
）
は
「
病
者
の
身
に
付
い
た
冥
界
の
者
ど
も
が
、
物
を
ほ
し
が
る
の
で
あ

る
。」
の
意
と
解
さ
れ
、「
ホ
シ
」
に
「
ガ
ル
」
の
付
い
た
形
で
他
者
の
願
望
を
説
明
す

る
用
法
で
あ
る
。

　
９
、「
バ
ヤ
」の
用
法
　
　

　「
バ
ヤ
」は
中
外
抄
に
三
例
、
富
家
語
に
一
例
見
ら
れ
る
。

（
38
）
我
祈
申
云
、
此
家
ヨ
リ

后
ノ

出
立
を
見
候
ハ

ヤ
と
申
た
り
し
に
、
先
ニ
ハ

皇
大
后
宮

令
出
立
給
。 

（
中
外
抄
・
上
　
52
　
五
五
五
頁
）

（
39
）
而
廿
二
の

年
故
二
条
殿
御
事
之
後
、
大
殿
ノ

令
歎
御
を

見
シ
ニ

、
あ
は
れ
我
ハ

彼
人

様
ニ

成
て
み
ゑ
た
て
ま
つ
ら
ハ
や
と
思
て
、
春
日
神
ニ

寿
を

偏
申
テ

遂
本
意
了
。

 

（
中
外
抄
・
上
　
62
　
五
五
六
頁
）

（
40
）範
永
か
云
ケ
ル
は

、
我
今
日
出
家
を
し
て
う
せ
な
は
や
と

い
ひ
け
り
。

 

（
中
外
抄
・
下
　
34
　
五
六
八
頁
）

（
41
）宇
治
殿
大
極
殿
辰
巳
角
壇
上
ニ

御
覧
シ
テ
、
ア
レ
ハ
狛
人
ニ

ミ
セ
ハ
ヤ
ト
被
仰
ケ
リ

。

 

（
富
家
語
　
56
　
五
七
七
頁
）

　
例（
38
）は
、「
こ
の
家
か
ら
后
の
出
で
立
つ
の
を
拝
見
し
た
い
。」の
意
、
例（
39
）

は
、「
私
は
、
亡
く
な
っ
た
父
の
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
姿
を
お
見
せ
し
た
い
も
の

だ
と
思
っ
て
、」
の
意
、
例
（
40
）
は
、「
出
家
を
し
て
死
に
た
い
も
の
だ
」
の
意
、
例

（
41
）
は
、「
高
麗
人
に
見
せ
た
い
」
の
意
と
解
さ
れ
、
何
れ
も
希
望
表
現
の
下
位
分

類
の「
願
望
」を
直
接「
表
出
」す
る
用
例
で
あ
る
。

　
10
、「
マ
ホ
シ
」の
用
法

　「
マ
ホ
シ
」は
中
外
抄
に
一
例
見
ら
れ
る
が
、
富
家
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
42
）
我
等
少
年
之
時
陪
膳
の
せ
ま
ほ
し
か
り
し
か
は
、
不
御
坐
之
間
ニ
ハ

示
家
司
テ

相

代
テ

勤
也
。 

（
中
外
抄
・
上
　
65
　
五
五
七
頁
）

　
例（
42
）は
、「
陪
膳
を
し
た
か
っ
た
の
で
、」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
は
一
人
称
の

過
去
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
例
で
あ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
を
考
察
し
て
き
た
。
両
者
共
に
元



中
外
抄
・
富
家
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
五

関
白
藤
原
忠
実
の
言
談
の
記
録
で
あ
る
が
、
筆
録
者
も
言
談
の
時
期
も
異
な
り
内

容
・
文
体
に
も
差
が
あ
る
た
め
、
そ
の
差
が
あ
る
程
度
希
望
表
現
に
も
反
映
さ
れ
る
。

し
か
し
、
両
者
の
差
は
主
に
希
望
表
現
の
構
成
に
見
ら
れ
、
各
構
成
形
式
の
具
体
的

用
法
に
は
は
っ
き
り
し
た
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
希
望
表
現
と
は
「
〜
し
た
い
」「
〜
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
内
心
の
希

望
を
表
す
表
現
で
あ
る
。
こ
の
観
点
で
見
れ
ば
中
外
抄
・
富
家
語
に
お
い
て
助
動

詞
用
法
の
「
欲
」
と
そ
の
読
み
下
し
形
式
「
〜
ム
ト
思
フ
」、
終
助
詞
「
バ
ヤ
」、
助
動

詞
「
マ
ホ
シ
」
は
内
心
的
希
望
を
表
す
も
の
で
、
希
望
表
現
の
中
核
で
あ
る
。
ま
た
、

談
話
の
記
録
と
い
う
性
格
か
ら
か
、
他
の
希
望
表
現
に
つ
い
て
も
比
較
的
単
純
な
表

現
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
願
」
は
何
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
っ
て
助
動
詞

用
法
が
見
ら
れ
な
い
。「
祈
」
は
名
詞
用
法
と
実
動
詞
用
法
が
見
ら
れ
る
が
助
動
詞

用
法
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
の
「
望
」「
請
」「
乞
」「
求
」
は
実
動
詞
用
法
の
み
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
名
詞
用
法
・
動
詞
用
法
の
用
例
は
希
望
表
現
と
は
関
連
性
が
あ

る
が
、
内
心
の
希
望
を
表
す
助
動
詞
用
法
と
は
異
な
り
、
希
望
と
関
連
す
る
物
事
の

名
称
や
具
体
的
動
作
を
表
し
、
あ
く
ま
で
希
望
表
現
の
周
辺
的
存
在
で
あ
る
と
い
え

る
。

【
注
】

（
１
）柴
田
昭
二
、
連
　
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
　
序
説
」『
香
川
大
学
教

育
学
部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
第
109
号
』　
平
成
12
年
３
月
。

（
２
）こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表

現
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態

に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し

て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
希
求
表
現
」
と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発

す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い
質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合

を
希
望
の「
説
明
」と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願
望
」は「
〜
た

い
」の
形
で
、「
希
求
」は「
〜
て
ほ
し
い
」の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般
的

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式
「
一
人
称
〜
た
い
」「
一
人
称

〜
て
ほ
し
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
願
望
」、「
希
求
」
の
「
表
出
」
で
あ
り
、
一
人
称

の
過
去
形
「
一
人
称
〜
た
か
っ
た
」「
一
人
称
〜
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形

式
「
二
人
称
〜
た
い
か
」「
二
人
称
〜
て
ほ
し
い
か
」、
三
人
称
の
「
三
人
称
〜

た
が
る
」「
三
人
称
〜
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説
明
」に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』第
四
巻
、
第
五
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
四
年

（
４
）山
根
對
助
・
池
上
洵
一
校
注
　『
中
外
抄
』『
富
家
語
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系

32
　
岩
波
書
店
　
一
九
九
七
年
六
月

（
５
）用
例
の
解
釈
に
は
テ
キ
ス
ト
の
訓
読
文
を
参
照
し
た
。
以
下
同
。

 

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

 

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
　
広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

 

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
受
理
）


